
 加
か

茂
も

井
ゆ

取り入れ口と七つ石（鴨神社）  小
おお

戸
べ

井
ゆ

取り入れ口（滝
たき

山
やま

付
ふ

近
きん

）
加茂井の水を栄

さか

根
ね

村に分水するときに、水
すい

量
りょう

調
ちょう

節
せつ

す
るために置

お

かれた七つの石です。
加茂井の取水のため、猪

い

名
な

川
がわ

ぞいの小戸に木
もく

製
せい

の水門がつ
くられていました。
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「石がならんでいるよ。門のようなも

のもあるよ。何だろう。」

「いつごろできたのだろう。鴨
かも

神社に

ほぞんされているものは、古いもの

みたいだね。」

「川の水を引きこんでいるね。川の水

を何に使うのだろう。」

　だいきさんたちは、ふしぎに思ったことや

知りたいことを話し合い、調べることにしま

した。

　昔の人々は、住みよいきょう
土をつくるために、どのような
努
ど
力
りょく
をしてきたのでしょう。

つかむ

きょう土のはってんにつくす
●きょう土のはってんのために、昔の人々はどのようなことをしたのでしょうか。　

8
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 用水路について書かれた石
せき

碑
ひ

（小戸）  水
すい

利
り

組合の石碑と分水石（久代春
か す が

日神社）
川西能

の

勢
せ

口
ぐち

駅周
しゅう

辺
へん

の再
さい

開発でなくなった用水路につい
て書かれた碑です。

加茂井の水を久代村の周辺の田に、公平に水が流れる
ように置かれた石とその碑です。

93

　1580年ごろ、久
く

代
しろ

村（川西市）と神
こう

田
だ

村

（池
いけ

田
だ

市）の人々は力を合わせて新しい田を

開きました。これが久代新田です。

　この久代新田をはじめ、60年ほどの間に、
石
いし

道
みち

・寺
てら

畑
はた

・山
やま

下
した

・出
で

在
ざい

家
け

・小
おお

戸
べ

・東
ひがし

畦
うね

野
の

・

栄
さか

根
ね

などの村で次々に新しい田がつくられま

した。

　これらの村のほとんどは、米のほかに畑で

わたをつくっていましたが、もっと米をつく

りたいと考え、用水路をつくって畑を水田に

変
か

えたり、新田を開いたりしました。

　どうして新しい田がつくられ
たのでしょうか。

調べる

新田の開発
1

　新しく土地を切り開いてでき
た田のことです。

新田
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 今の加茂井（小戸神社のあたり）

 小戸井、加茂井、最
さい

明
みょう

寺
じ

川
がわ

水路図

94

用水路の建
け ん

設
せ つ2 　農作物をつくるために水は欠

か

かせません。

そのため、昔の人々はため池をつくり、その

水を利
り

用
よう

していました。しかし、田畑がふえ

て水が不
ふ

足
そく

するようになったので、猪
い

名
な

川
がわ

の

ゆたかな水を利用することを考えました。

　1700年ごろ、猪名川ぞいの滝
たき

山
やま

あたりに水

の取り入れ口をつくり、出
で

在
ざい

家
け

から火
ひ

打
うち

・寺
てら

畑
はた

まで約
やく

２㎞の水路をつくることに成
せい

功
こう

し、

田畑に水が送られました（小
おお

戸
べ

井
ゆ

）。

　また出在家のあたりにも取り入れ口をつく

り、栄
さか

根
ね

・加
か

茂
も

・久
く

代
しろ

・伊
い

丹
たみ

市へ水を送る約

６㎞の用水路をつくりました（加
か

茂
も

井
ゆ

）。

　このようにしてつくられた用水路によっ

て、切り開かれた田畑には、作物がゆたかに

実るようになりました。

　この用水路は、今も農作物をつくるために

利用されています。

　どうして用水路はつくられた
のでしょうか。

調べる

　川から水を取り入れ
るところだったんだ。
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 昆陽池  深山池
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　710年ごろ、行
ぎょう

基
き

というおぼうさんが米づ

くりのために、日本各
かく

地
ち

にため池をつくるこ

とを進めました。川西市のとなりの伊丹市に

も昆
こ

陽
や

池
いけ

をはじめ多くのため池があります。

　一庫でも、大きなため池が数か所つくられ

ました。その主なものが深
み

山
やま

池
いけ

です。その深

山池から約１㎞の用水路を引き、一庫で農作
物がつくられていました。

　しかし、この用水路は、大雨や地しんでく

ずれたり、動物にあなを開けられたりして、

村の田畑まで十分に水がとどかず、また、日
ひ

照
で

りや水不足になやまされ、農作物がとれな

いことがたびたびありました。

　隧道をつくるために、どんな
苦
く
労
ろう
があったのでしょうか。

調べる

一
ひ と

庫
く ら

のほりぬ
き隧

ず い

道
ど う

の建設
3

　田で使う水や消火用の水をた
めておく池のことです。

ため池
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 一庫にある顕彰碑

 隧道の位
い

置
ち

深山池

北陵小学校
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　村人たちは、水の心配をしないですむよう

にと、1500年ごろには、ほりぬき隧
ずい

道
どう

をつく

る計画を立てましたが、費
ひ

用
よう

がかかることな

どの理由からなかなか工事を行うことができ

ませんでした。しかし、1807年、ついに隧道
の工事がスタートし、約

やく

40年の年月をかけ、
1846年、直

ちょっ

径
けい

１m長さ800ｍの隧道を完
かん

成
せい

さ

せました。

　一
ひと

庫
くら

には、この隧道以
い

外
がい

にも大小いくつも

の隧道がほられています。

　隧道完成後、村では水番をおき、村人が勝

手に用水路を変
か

えたり、水を水田以外に利
り

用
よう

したりすることが禁
きん

じられていました。

　今も地いきの水田に公平に水を配分する作

業が水
すい

利
り

組合で続
つづ

けられ、米づくりが行われ

ています。

　また、一庫の村では、ほりぬき隧道をつく

るために努
ど

力
りょく

した人々をまつる顕
けん

彰
しょう

碑
ひ

が建
た

て

られています。

　昔の人々の願
ねが
いや努力をまと

めましょう。

まとめる

　トンネルのこと。

隧道

　隧道は、田畑に水を送る
ものだったんだね。
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川西市　歴史の散歩道
れき さん ぽ みちし

 

　　多多
た

田田
だ

銀銀
ぎん

銅銅
どう

山山
ざん

と炭づくりと炭づくり

　多田銀銅山は江
え

戸
ど

時代の初
はじ

めごろに最
もっと

も栄
さか

えました。山
やま

下
した

や下
げ

財
ざい

には、さいくつした石

にふくまれる銀や銅をとかして取り出す、製
せい

錬
れん

所がありました。

　今も黒
くろ

川
かわ

の炭づくりは有名ですが、川西市

北部では、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の時代のころから炭づく

りがさかんでした。

　江戸時代の川西市は、当時の政
せい

府
ふ

である江

戸幕
ばく

府
ふ

の領
りょう

地
ち

でした。多田銀銅山を管
かん

理
り

する

ために山下と銀
ぎん

山
ざん

（猪
い

名
な

川
がわ

町）に役所がつく

られたほか、年
ねん

貢
ぐ

（税
ぜい

金
きん

）としてお米のほか

に炭もおさめていました。

　　平平
ひら

野野
の

水水
すい

　能
の

勢
せ

電鉄平野駅の北400m。天
てん

然
ねん

の炭
たん

酸
さん

水
すい

がくみ出され

ては、びんづめにされ、全国はもとより、海外にまで広

く出
しゅっ

荷
か

されていたゆかりの地です。温
おん

泉
せん

として利
り

用
よう

され

ていたこともありましたが、1881年、飲
いん

料
りょう

用としても使

うようになりました。今はすがたを変えて「三
み

ツ
つ

矢
や

サイ

ダー」として、多くの人に親しまれています。  平野にある三ツ矢とう

 川西市郷
きょう

土
ど

館
かん

製錬所で使われた当時の道具がてんじされてい
ます。
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